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令和７年１２月 

News Release 

       

   県下商工会と一体となり 

小規模企業の支援を行っています  

【令和７年１１月期 小規模企業景気動向調査報告書】                       

本会では、県下商工会地区内小規模企業の景気を把握するため、商工会の経営指導員に協力依

頼し、小規模企業景気動向調査を毎月実施しています。 

このたび令和７年１１月期の調査結果がまとまりましたので報告します。 

 

１ 調 査 概 要 

（１）調 査 時 点 令和７年 11 月 30 日 

（２）調 査 対 象 県下 35 商工会（うち 35 商工会より回答）【回収率 100％】 

（３）調査対象業種 製造業（食料品・繊維工業・機械金属）、建設業、小売業（衣料品・ 

          食料品・耐久消費財）、サービス業（旅館・洗濯・理美容）の 10 業種 

（４）調 査 方 法 商工会の経営指導員に対するアンケート方式 

（５）集 計 方 法 質問項目(業況､売上､仕入単価､採算､資金繰り)の｢好転･増加･上昇｣ 

         とする数値からそれぞれ「悪化・減少・低下」とする数値を引いた値 

２ 概 要 （トピックス）  

【物価高騰と人手不足が続く中、サービス業の安定が全体の業況を下支えしている】 

産業全体の業況 DI（景気動向指数・前年同月比）は-17.2（前月-16.2、前年同月—18.4）で、

前月比 1.0pt悪化した。物価高騰や人手不足、売上減少による資金繰り悪化が課題となる一方、

若手採用や省力化設備導入等の経営力強化の取組みも進展している。建設業は新築需要が低調

ながらリフォーム工事は一定程度みられ、サービス業の安定が全体の業況維持を支えている。 

【製造業】 

業況は-17.1（前月-21.0、前年同月-19.6）と前月に比べ 3.9pt 好転した。人手不足や大口取引

先との取引解消等による売上減が課題として挙げられる一方、若手人材の採用・育成や省力

化設備の導入等、経営力強化に向けた取組みも進展しており、一部に明るい兆しが見られた。 

【建設業】 

業況は-14.3（前月-11.4、前年同月-20.6）と前月に比べ 2.9pt 悪化した。資材高騰による価

格転嫁の遅れや人手不足の長期化に伴う人員確保が課題となっている。なお、新築需要は低

調であるものの、リフォーム工事の受注は安定的に推移している。 

【小売業】  

業況は-30.5（前月-25.7、前年同月-28.5）と前月に比べ 4.8pt 悪化した。大型店の寡占化が

進む中、価格高騰により消費者の食費優先傾向が強まり、仕入価格や水道光熱費の高騰によ

り資金繰りが悪化している。今後は冬物家電の販売に期待が寄せられている。 

【サービス業】  

業況は-6.7（前月-6.7、前年同月-4.8）と前月比変動なしであった。業種全体は安定的に推移

しているものの、旅館業は秋の行楽期に来客増も従業員不足により満室対応が困難となった。 

 

３ 本調査に関する問合せ 静岡県商工会連合会  産業振興課℡054-255-9811〔担当：増田・片平〕 
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＜経営指導員コメント抜粋＞  
【製造業】（食料品製造業・繊維工業・機械金属業）  

・大口取引先との取引解消に伴い、売上の半減を見込む事業所がみられた。（伊豆） 

・人手不足感が強まり、ベテラン従業員の引退を見据えた若手人材の採用や育成を急務とす

る事業所が増加傾向にある。また自動車部品関連では、部品の大型化動向に対応し、ビジ

ネスチャンスを捉えようと経営力強化に積極的な事業所もある。（富士駿東） 

・食料品製造では自社商品のグランプリ受賞を契機に前年同月比３倍の注文があった。（中部） 

・食料品製造では省力化に資する機械導入により売上・利益率の向上を目指す経営計画を策

定した事業所がみられ、先行きに明るさがうかがわれる。（中東遠） 

・繊維工業では受注はあるが、人手不足への対応が課題となっている。（西遠）  

【建設業】  

・資材高騰により価格転嫁が十分に進まない事業所がみられるほか、人手不足の長期化に定

年退職等が重なり、人員確保が大きな課題となっている。（伊豆） 

・鉄構工事業では業界全体の仕事量が著しく減少して厳しい状況であるが、12 月に入ると多

少の改善を見込んでいる。（富士駿東） 

・配管業では学校や工場等の修繕工事が増加しているものの、人手不足により工事が進まず、

材料費等の高騰で利益確保が難しい状況にあるほか、価格交渉も進んでいない。（中部） 

・新築需要は低調であるが、個人宅のリフォーム工事は一定程度みられる。（中東遠） 

・木材の仕入価格は落ち着いているが、その他の資材価格は毎月何れか高騰している。（西遠） 

【小売業】（衣料品小売業・食料品小売業・耐久消費財小売業）  

・大型店の寡占化が進む中、当地で家族従事者により運営する小売業者は今後の見通しが厳 

 しい状況にある。（伊豆） 

・価格高騰で消費者が食費を優先する傾向が強まり、衣料費支出は減少している。（富士駿東） 

・食料品については価格転嫁が進んでいるものの、その他の品目では十分に進んでいないも

のもみられる。（中部） 

・耐久消費財では今後の冬物家電の販売に期待が寄せられている。（中東遠） 

・食料品では仕入価格や光熱費等の高騰により資金繰りが悪化している。（西遠） 

【サービス業】（旅館業・洗濯業・理美容業）  

・旅館業では秋の行楽期に来客は多かったものの、従業員不足により満室対応ができず、売

上の伸び悩みがみられた。（伊豆） 

・渡航自粛要請により中国人観光客の減少が懸念されたが、当地区は個人客の割合が多く、 

 現時点では影響はみられていない。（富士駿東） 

・理美容業では地区内の固定客中心で人口減少や高齢化で売上は年々減少傾向にある。（中部） 

・旅館業では年末年始の予約が徐々に埋まりつつある。（中東遠） 

・洗濯業では業界全体の売上減少や高齢に伴い年内で廃業が決定した事業所があり、在庫処 

 分を兼ねた店じまいセールを実施、廃業後は店舗物件として貸与を検討している。（西遠） 

R6.11 R6.12 R7.1 R7.2 R7.3 R7.4 R7.5 R7.6 R7.7 R7.8 R7.9 R7.10 R7.11

DI値（製造業） -19.6 -17.6 -21.5 -12.7 -20.5 -30.5 -33.3 -35.2 -29.5 -20.9 -21.0 -21.0 -17.1

DI値（建設業） -20.6 -20.6 -23.5 -17.7 -14.7 -28.6 -28.6 -28.6 -20.1 -17.1 -5.7 -11.4 -14.3

DI値（小売業） -28.5 -28.4 -33.4 -22.5 -33.3 -39.1 -39.1 -35.2 -36.2 -27.6 -23.8 -25.7 -30.5

DI値（サービス業） -4.8 -3.9 -2.9 -7.9 -11.8 -17.2 -27.6 -23.8 -24.8 -8.6 -17.1 -6.7 -6.7

DI値（全業種平均） -18.4 -17.6 -20.3 -15.2 -20.1 -28.8 -32.2 -30.7 -27.6 -18.5 -16.9 -16.2 -17.2
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＜令和 7 年 11 月期 業種別業況 DI 推移表＞
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金融・雇用相談実績月次報告（令和７年１１月期） 
内容別内訳 
(※１件の相談で複数の対応をした場合はそれぞれにカウント) 

今月 前月 前月比 

【相談企業数】 83 74 9 

【金融相談件数】 96 85 11 

 新規融資（借換えを除く） 73 52 21 

 既存債務の借換え 22 22 0 

 借入れ条件変更 0 4 -4 

 消費者金融・商工ロ－ン関連 0 1 -1 

 貸し渋り・貸し剥がし 0 0 0 

 その他 1 6 -5 

【雇用相談件数】 191 214 23 

 

 

 

 

R6.11 R6.12 R7.1 R7.2 R7.3 R7.4 R7.5 R7.6 R7.7 R7.8 R7.9 R7.10 R7.11

相談企業 81 67 69 68 78 89 70 79 88 73 72 74 83
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【金融相談】 

金融相談件数は 96 件と前月（85 件）に比べ 11 件増加した。観光関連業種や建設業では資金繰

り難がみられ、運転資金需要や個別相談会での融資相談が増加しており、対応が求められている。 

＜経営指導員コメント＞  

・観光関連業種（宿泊、飲食）では資金繰り難が見られる。マル経融資については金利上昇

や自治体の利子補給等の影響もあり、需要は増加傾向にある。（伊豆） 

・日本政策金融公庫と連携して「一日公庫」を開催した。物価高騰や賃金引上げ等の影響で

資金繰りが困難になっている事業者が増加しており、多くの相談があった。（富士駿東） 

・資金繰りの安定や一時的な資金不足解消のため、運転資金に係る融資相談があった。（中部） 

・新店舗改装や営業車両購入の設備資金、仕入関連の運転資金需要がみられた。（中東遠） 

・建設業では安定した受注があるものの、材料費高騰分の価格転嫁が進まず業況は厳しく、

運転資金の融資相談があった。（西遠） 

 

【雇用相談】 

雇用相談件数は、191 件と前月（214 件）に比べ 23 件減少した。最低賃金改定により観光業への

影響が顕著で負担増加の懸念が強まっている。外国人雇用や助成金活用に関する相談もあった。 

＜経営指導員コメント＞  

・最低賃金改定による懸念がみられ、特に観光業には厳しい影響を及ぼしている。（伊豆） 

・新規雇用に関する相談が少なかった。（富士駿東） 

・最低賃金改定に伴い、時給換算でない月給の従業員への対応について相談があった。（中部） 

・雇用保険被保険者資格の取得、喪失に関する複数の相談があったが、取得は外国人、喪失

は日本人であった。（中東遠） 

・建設業を中心に外国人雇用に関する相談がみられ、人件費増加や社内体制整備に向けた助

成金活用の相談も増加している。（西遠） 

 

【その他商工会管内に関するコメント】  

・11/23（日）に愛知県新城市で開催された「令和７年度鳳来寺山もみじまつり」へ商工会で 

 出店し、わさび製品や干物等の町内特産品の販売を行った。（河津町） 

・11/13（月・祝）に商工会主催「第 47 回かんなみ商工まつり」と田形自動車学校主催「T.D.S 

 フェスティバル 2025」が開催され、当日は両イベントを繋ぐシャトルバスも運行し賑わい 

 がみられた。（函南町） 

・11/22（土）に「第 24 回ＪＡおやま祭り」が開催され商工会優良推奨品も出店した。また 

 同日「豊門公園もみじまつり」も開催され、出店取りまとめや事業協力を行った。（小山町） 

・清水町で盛んに生産されてきた「こうじ」を活用し、新たな特産品開発を目指す「こうじ 

 プロジェクト」において、商品化に至った 15 店舗の事業者に認定式を実施した。(清水町) 

・11/3（月・祝）に「第 21 回戸田さんさんまつり」、11/9（日）に「第９回はら逸品うま 

 いものフェス」を開始し、飲食店を中心に会員事業所が出店した。（沼津市） 

・11/16（日）に「第 23 回蒲原宿場まつり＆産業フェア」（11/15（土）宵祭り）は延べ 

 ４．２万人が来場し盛大に開催された。（静岡市清水） 

・11/8（土）に「市政 20 周年記念 いとくり・掛川みなみ商工祭」を開催した。（掛川みなみ） 

・11/7（金）～9（土）に「森の祭り」、11/16（日）に「もりもり２万人まつり＆農協祭」が 

 開催された。（森町） 

・11/1（日）「竜洋海洋フェスタ」、11/16（日）「豊岡ふるさとまつり」を開催した。（磐田市） 

・11/15（土）～16（日）に「2025 はまきた産業祭」が開催された。（浜北） 

・11/8（土）～9（日）に「第 37 回浜松市いなさ人形劇まつり」が開催された。（奥浜名湖） 

・11/23（日）に商工会主催イベント「朝活 Café in あらい」を開催した。（新居町） 


